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AV情報

■ ＮＨＫ放送文化研究所2014年春の研究発表
とシンポジウム
　ＮＨＫ放送文化研究所では、「テレビとメディ
アの“現在値

ち

”─伝えてきたもの、伝えていくも
の─」をテーマに標記シンポジウムを開催する。

〈日程〉　平成26年３月12日（水）〜14日（金）
〈会場〉　千代田放送会館（東京都千代田区紀尾井
町1-1）

〈内容〉　研究発表「幼児のテレビ視聴時間は、な
ぜ減ったのか─幼児の生活時間と視聴率の調査か
ら─」、「『中学生日記』資料が語りかけるもの─『番
組制作資料』アーカイブ化の試み─」他、シンポ
ジウム「テレビの未来─変容するメディア空間で
何が求められるのか─」、特別セッション「“ソー
シャル”が生むテレビ視聴熱⁈─あまちゃん現象
投げかけたもの─」等。詳細は、下記を参照のこ
と。http：//www.nhk.or.jp/bunken/

〈問い合わせ先〉　ＮＨＫ放送文化研究所
TEL 03-5400-6800

■ 東京アニメアワードフェスティバル 2014
　東京アニメアワードフェスティバル（TAAF）
2014実行委員会、（一社）日本動画協会主催により、
アニメーション作品の振興を目的とした標記国際
映画祭が開催される。

〈日程〉　平成26年３月20日（木）〜23日（日）
〈会場〉　TOHOシネマズ日本橋（東京都中央区日
本橋室町2-3-1コレド室町２）他

〈内容〉　上映会、コンペティション本審査、授賞
式など。詳細は、下記を参照のこと。
http://animefestival.jp/ja/

〈問い合わせ先〉　TAAF 実行委員会事務局
TEL 03-5298-2484 

研究会情報

■ ICTE×授業実践コラボレーションセミナー
　情報コミュニケーション教育研究会（ICTE）
では、「情報科でメディア教育をどのように扱う
か」をテーマに標記セミナーを開催する。

〈日時〉　平成26年３月14日（金）13：00〜17：00

■�「ｅスクールステップアップ・キャンプ」西日本大会・東日本
大会において「ICT教材・機材体験展示会」が開催される
（一財）日本視聴覚教育協会及び日本視聴覚教具連合会による
標記大会では、電子黒板を始め、実物投影機、発表・表示用教材、
マルチメディアシステム、PCソフト教材など、日本視聴覚教
具連合会加盟企業及び協賛企業26社により「ICT教材・機材体
験展示会」が行われ、両大会で約800名の教育関係者が体験し
た（写真）。大会の詳細は、本誌11頁を参照のこと。写真・東日本大会会場展示会の様子
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〈会場〉　東京学芸大学附属高等学校（東京都世田
谷区下馬4-1-5）

〈内容〉　「附校CM　Award」（生徒によるCM作品）
上映、作品講評、「東京学芸大学附属高校におけ
る情報科の取り組み」、パネルディスカッション

「映像制作やメディアを通して情報を学ぶ意義」等。
詳細は、下記を参照のこと。
http://www.icte.net/

〈問い合わせ先〉　情報コミュニケーション教育研
究会事務局　MAIL icte@icte.net
■ タブレット端末活用セミナー2014
　（一社）日本教育工学振興会主催により、「実践
から見えてきた！活用のポイント　備えておくべ
き『導入前、導入後の課題』とは？」をテーマに
標記セミナーが開催される。

〈日時〉　平成26年４月26日（土）12：50〜16：40
〈会場〉　東京コンファレンスセンター・品川5F
ホール（東京都港区港南1-9-36 アレア品川）

〈対象〉　学校の教員、教育委員会および自治体の
職員。

〈内容〉　特別講演「教育の情報化の推進について
（仮）」文部科学省生涯学習政策局情報教育課、実
践発表「『タブレット端末×授業支援ソフト』授
業はどう変わるか─タブレット端末活用の効果と
課題　教員の活用、グループでの活用から、１人
１台での活用まで」、普通教室の授業支援ソフト
ウェア体験、パネルディスカッション「タブレッ
ト端末の活用を推進するためのポイントとは何
か？─実践から見えてきた、備えておくべき課題
と対策」コーディネータ：中川一史氏（放送大学
教授）他等。詳細は、下記を参照のこと。
http://www.japet.or.jp/

〈問い合わせ先〉　「タブレット端末活用セミナー」
事務局　TEL 06-4807-6374
■ 平成26年度総会ＩＴ講習会・講演会
　情報教育研究会では、総会とともに、標記講習
会および講演会を開催する。

〈日時〉　平成26年４月２日（火）10：00〜17：00
〈会場〉　日本マイクロソフト（株）品川本社セミ
ナールーム（東京都港区港南2-6-13品川セント
ラルタワー）

〈内容〉　ＩＴ講習会、講演会、研究発表、企業展
示等。詳細は、こちらを参照のこと。
http://www.infoedu.jp/

〈問い合わせ先〉　情報教育研究会事務局　鴎友学
園女子中学高等学校　佐藤博臣
MAIL nyukai@infoedu.jp

■ 平成25年度春の研究発表大会
　大阪私学教育情報化研究会では、「グローバル
時代の教育情報化─タブレット活用で『教える』
から『学ぶ』へ─」をテーマに標記大会を開催す
る。

〈日時〉　平成26年３月21日（金）13：00〜17：00
〈会場〉　大阪私学教育文化会館（大阪市都島区網
島町6-20）

〈内容〉　講演「One to Oneが開く未来の教室」
萩原伸郎氏（オーストラリア　コルベカトリック
カレッジ）、分科会「教育の情報化」、「情報科の
授業」等。詳細は、こちらを参照のこと。
http://www.osaka-sigaku.net/

〈問い合わせ先〉　大阪私学教育情報化研究会事務
局　聖母被昇天学院中学高等学校　教諭　岡本弘
之　TEL 072-721-3080

学会情報

■ 2013年度第６回研究会
　教育システム情報学会では、「新しい教育を切
り開くICTの利用実践・開発研究／一般」をテー
マに標記研究会を開催する。

〈日時〉　平成26年３月15日（土）９：20〜17：00
〈会場〉　名古屋学院大学名古屋キャンパス白鳥学
舎曙館（名古屋市熱田区西町1-25）

〈内容〉　セッション「特別支援教育におけるICT
活用」、「ICTの教育利用」、「学習コンテンツと教
育デザイン」、「学習支援教材の開発」、「情報リテ
ラシー教育」他。詳細は、下記を参照のこと。
http://www.jsise.org/ 

〈問い合わせ先〉　教育システム情報学会
TEL 06-6324-7767
■ 2013年度産学協同セミナー
　日本教育工学会では、「教育工学の視点からデ
ジタル教科書の在り方を考える」をテーマに標記
セミナーを開催する。

〈日時〉　平成26年３月29日（土）13：30〜17：00
〈会場〉　（株）内田洋行新川オフィス・ユビキタス
協創広場CANVAS（東京都中央区新川2-4-7）

〈内容〉　講演「デジタル教科書・教材の標準化に
ついて」豊嶋基暢氏（文部科学省生涯学習政策局
情報教育課長）、「デジタル教科書をつかった授業
実践と今後期待するもの（仮）」小島史子氏（広
島市立藤の木小学校教諭）、パネルディスカショ
ン等。詳細は、下記を参照のこと。
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http://www.jset.gr.jp/semminer/
〈問い合わせ先〉　産学協同セミナー事務局
（株）内田洋行内　MAIL kyouiku2＠uchida.co.jp

コンクール情報

■ 「第25回兵庫県丹波篠山ビデオ大賞」発表
　丹波篠山ビデオ大賞実行委員会、篠山市、篠山
市教育委員会による標記全国アマチュアビデオコ
ンテストの結果が下記のように決定した。
○グランプリ部門　ビデオ大賞「最後の田んぼ」、
創造農村賞「真帆ちゃん」、兵庫県知事賞「ささ
やまのばあばあの願い」他、入賞作品は、下記を参
照のこと。http://videotube.sasayama.jp/v-taishou/
taikai1.html

〈問い合わせ先〉　丹波篠山ビデオ大賞実行委員会
事務局 篠山市視聴覚ライブラリー内　
TEL 079-590-1301
■ 「第30回学習デジタル教材コンクール」作品
募集
　（公財）学習ソフトウェア情報研究センターでは、
デジタル機器の活用をいっそう促進するために、
標記コンクールの作品を募集する。

〈応募資格〉　①団体（学校・教育委員会・教育セ
ンター・その他教育機関・研究グループ等／教員
の指導のもとにある児童生徒）、②個人（学校の
教員・教育委員会・教育センターの教育関係専門
職・その他教育経験者等）

〈対象作品〉　Ａ．教員等が作成したもの
○文字や画像、朗読（音声）、動画等を使ったわ
かりやすく豊かな学習を実現するデジタル教材○
映像素材提示等のためのホームページ○モバイル
端末やPCから利用でき学習活動を支援するのに
役立つWebページ○ツール型、シミュレーション
型、ドリル型、ブック型等のソフトウェア○静止
画、動画（Flash動画等）、アニメ、拡大提示用素
材等を集積した素材集○デジタル教科書・教材や、
電子黒板・大画面提示装置、タブレットPCなど
ICT機器を利用した学習のための指導案、指導事
例、授業実践事例等。
Ｂ．児童生徒が作成したもの
教員の指導のもとに児童生徒が学習活動の一環と
して作成した上記形態の学習者用デジタル教材。
詳細は、下記を参照のこと。
http://www.gakujoken.or.jp/

〈賞〉　文部科学大臣賞（団体賞、個人賞、各賞金

10万円＋副賞）、学情研賞、日本児童教育振興財
団賞他。

〈応募期限〉　平成26年５月９日（金）消印有効。
〈問い合わせ先〉　（公財）学習情報ソフトウェア情
報研究センターコンクール係
TEL 03-6205-4531

文部科学省選定作品

■１月選定　紙紙しばい／ビビデオ／D DVD
「プラスチックとわたしたちの暮らし」D 39分〈中
学校、理科／成人、教養・情操（自然科学）〉（一
社）日本化学工業協会
「温故知新〜薬害から学ぶ〜薬害エイズ事件」D
30分、「温故知新〜薬害から学ぶ〜陣痛促進剤に
よる被害」 D 26分〈青年・成人、職業の知識技
術（医療・福祉）〉（株）メディアバンガード
「芽原のトンド」D 35分〈青年・成人、教養・情
操〉（株）CNインターボイス関西支社
映像作品等選定一覧の詳細は、下記を参照のこと。
http://www.mext.go.jp/ａ_menu/shougai/movie/
main9_a1.htm

放送番組

「ティーンズプロジェクト　フレ☆フレ」

　Ｅテレ（土）17：55〜18：25再放送（土）０：15
〜０：45※都合により番組内容変更有。

〈３月のテーマから〉○「僕のラストフライト─
北の大空に浮かぶ夢─」番組詳細は、下記を参照
のこと。http://www.nhk.or.jp/teens/

短信

■株式会社放送映画製作所は、平成26年２月10
日に下記の新事務所に移転した。
〒530-8304　大阪市北区茶屋町17-1
TEL 06-6377-0224　FAX 06-6377-0711
■株式会社ＮＨＫエデュケーショナルは、平成
26年２月24日に下記の新事務所に移転した。
〒150-0042　東京都渋谷区宇田川町7-13　第二
共同ビル
TEL 03-3462-8101　FAX 03-3462-8144


